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 本田小学校ＰＴＡ会則  

 

 

第１章 名 称 

第１条 本会は本田小学校ＰＴＡと称し、事務局を本田小学校に置く。 

 

第２章 目 的 

第２条 本会は次の目的をめざして活動する。 

１．家庭、学校、社会における児童の福祉を増進する。 

２．父母と教師と協力して児童の教育環境をよくする。 

３．学校、地域、家庭との連携を密にし、児童の心身の健全な発達を図る。 

４．会員相互の教養を高め、民主教育の理解を深める。 

 

第３章 活動方針 

第３条 本会は教育を本旨とする民主団体として、次の方針に従って活動する。 

１．本会は学校問題について研究討議するが、学校の管理及び教職員の人事に干渉しない。 

２．児童の福祉増進のために活動する他団体及び機関と協力する。 

３．特定の政党、宗派を支持することなく、また営利的な如何なる団体にも利用されない。 

 

第４章 組 織（会員） 

第４条 本会の会員は、本田小学校に在籍する児童の父母またはこれに代わる者及び本田小学校に勤務

する校長及び教職員とする。 

 

第５章 事 業 

第５条 本会は会則第２章第２条の目的を遂行するため、次の事業を行う。 

１．民主主義教育の理解と会員相互の教育向上に関すること。 

２．児童の生活環境の整備に関すること。 

３．学校の教育環境の整備と保健衛生に関すること。 

４．会員相互の親睦融和に関すること。 

 

第６章 役 員 

第６条 本会は次の役員を置く。 

会 長 １名 （父母） 

副会長 ４名 （父母） 

書 記 ３名 （父母２名、教員１名） 

会 計 ２名 （父母１名、教員１名） 
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第７章 役員の選任 

第７条 役員の選任は、書記、及び会計の教員各１名を除いて、指名委員会の指名する候補者より選定し、

委員総会において承認されるものとする。 

 

第８条 役員のうち、書記、及び会計の教員各１名の選任においては、学校長に指名されるものとする。 

 

第８章 役員の任務 

第９条 役員の任務は次の通り。 

１．会長は本会を代表し、会務を総理する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは職務を代行する。 

３．書記は会議並びに役員会、実行委員会等の正確な記録を保管し、会合の通知を発する。 

４．会計は金銭の出納を司り、受領書並びに費用の正確な記録を保管し、必要に応じて公開する。 

 

第９章 役員の任期 

第１０条 役員の任期は、４月１日より翌年３月３１日までとする。但し再選を妨げない。また、補欠就任

したものは、前任者の残り期間とする。 

 

第１０章 顧 問 

第１１条 本会に顧問を置く。 

 

第１２条 顧問には、退任する会長、学校長、及び会長が必要と認めた者で実行委員会において承認を受

けた者が就任する。 

 

第１３条 顧問は実行委員会に出席し、事業及びその運営について助言する。 

 

第１４条 顧問の任期は、４月１日より翌年３月３１日までとする。但し重任を妨げない。また、会長が必

要と認め、実行委員会で承認された者は、その承認された日から実行委員会で解任されるまでとす

る。 

 

第１１章 会計監査委員 

第１５条 本会に会計監査委員を置く。 

 

第１６条 会計監査委員は、２名をもって構成し、定期総会で会長が指名し承認を受ける。 

 

第１７条 会計監査委員は、会計監査にあたり、決算の監査結果については総会において報告する。 

 

第１８条 会計監査委員は、不正の事実が発覚した場合で、その報告をするため必要と認めた場合は、臨

時実行委員会または臨時総会を招集することができる。 
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第１９条 会計監査委員の任期は、定期総会で承認を受けてから翌年定期総会で決算承認を受けるまで

とする。 

 

第１２章 専門委員長、専門副委員長 

第２０条 各専門委員会には、専門委員会ごとに専門委員長１名、専門副委員長１名を置く。 

 

第２１条 専門委員の校外生活指導委員長は、指名委員より指名され、委員総会において承認を受ける。

その他の専門委員長は学年委員総会において互選され承認を受ける。 

 

第２２条 専門副委員長は、各専門委員会内で互選される。 

 

第２３条 専門委員長は各専門委員会を代表し、会務を総括する。また実行委員会に出席する。 

 

第２４条 専門副委員長は専門委員長を補佐し、専門委員長に事故があるときは職務を代行する。 

 

第２５条 専門委員長の任期は、４月１日より翌年３月３１日までとする。また、専門副委員長にあっては

選任されてから翌年３月３１日までとする。 

 

第１３章 学年委員 

第２６条 各学年に学年委員を置く。但し、新 1年生は除く。 

 

第２７条 学年委員は、各学年の会員の中で互選するものとする。 

 

第２８条 学年委員は、各専門委員会の委員として配属される。 

 

第２９条 学年委員の任期は、１子に対し１回とし、４月１日より翌年３月３１日までの１年間とする。 

 

第１４章 会 議 

第３０条 会議は総会、委員総会及び学年委員総会とする。 

 

第３１条 総会は会員をもって構成し、委員総会は役員、顧問、専門委員長、専門副委員長、委員会委

員で構成する。また、学年委員総会は役員、顧問、専門委員長、学年委員で構成する。 

 

第３２条 会議は、会則第１１章第１８条の場合を除き会長が招集する。 

 

第３３条 会長は会則第１５章第４１条第３項及び会則第１６章第４５条第３項の場合、請求があ

った日から３０日以内に会議を招集しなければならない。 
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第３４条 会議の招集にあたっては、会議の目的、その内容、開催日時、場所を明記した書面により各会議

の構成員に対し、開催１週間前までに通知しなければならない。 

 

第３５条 会議の議長は、会長または、会長が指名する者があたる。但し、会則１１章第１８条に基づき

行われる会議の議長は、出席構成員の中から選任される。 

 

第３６条 会議の成立は、全構成員の過半数の出席をもって成立する。 

 

第３７条 会議の議決は、出席構成員の過半数の同意を得て決する。可否同数の場合は、議長の決すると

ころによる。 

 

第３８条 本会議にやむを得ない理由により出席できない構成員は、委任状を提出することにより、他の構成

員を代理として表決を委任することができる。またこの場合、会則第１４章第３６条について出席と

みなす。 

 

第１５章 総 会 

第３９条 総会は、定期総会と臨時総会とする。 

 

第４０条 定期総会は毎年４月に開催する。 

 

第４１条 臨時総会は次に掲げる場合に開催する。 

１．会長が必要と求めた場合。 

２．実行委員会が必要と認めた場合。 

３．会員の５分の１以上から会議の目的事項を記載した書面により、開催の請求があったとき。 

４．会計監査委員が会則第１１章第１８条に基づいて招集するとき。 

 

第４２条 総会の決議事項は次の通りとする。 

１．前年度事業報告、及び決算報告とその承認 

２．新役員、新専門委員長、新専門副委員長の紹介 

３．新年度事業計画及び予算案の審議及びその承認 

４．会計監査委員の承認 

５．その他重要事項 

 

第１６章 委員総会 

第４３条 委員総会は、定期委員総会と臨時委員総会とする。 

 

第４４条 定期委員総会は毎年２月に開催する。 
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第４５条 臨時委員総会は次に掲げる場合に開催する。 

１．会長が必要と認めた場合。 

２．実行委員会が必要と認めた場合。 

３．委員会委員の５分の１以上から会議の目的事項を記載した書面により、開催の請求があったとき。 

 

第４６条 委員総会の決議事項は次の通りとする。 

１．事業中間報告及び中間決算報告とその承認 

２．新役員、新校外生活指導委員長の承認 

３．その他重要事項 

 

第１７章 学年委員総会 

第４７条 学年委員総会は、毎年３月に開催する。 

 

第４８条 学年委員総会の決議事項は次の通りとする。 

１．学年委員の専門委員会配属 

２．委員会担当顧問役員の発表 

３．新専門委員長、新専門副委員長の選任 

４．その他重要事項 

 

第１８章 委員会 

第４９条 本会は、会則第２章第２条及び第５条を受け、その目的達成のために必要な重要事項を研究、

審議、実施するために、次の委員会を置く。 

１．実行委員会 

① 実行委員会の構成員は、役員、専門委員長、顧問とする。 

② 実行委員会の任務は次の通り。 

Ⅰ．本会の運営にあたる。 

Ⅱ．会議に提出すべき議題について審議処理する。 

Ⅲ．行事などの具体的な計画について、審議、承認する。 

Ⅳ．専門委員会より上程された議案について、協議、審議し、承認する。 

 

２．専門委員会 

① 専門委員会の構成員は、専門委員長、専門副委員長、校外生活指導委員及び学年委員とす

る。 

 

② 専門委員会の任務は次の通り。 

Ⅰ．行事などの研究、具体的な計画、審議、実施などを行う。 

Ⅱ．役員会、または実行委員会より付託された事項について、研究、協議する。 
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３．指名委員会 

① 指名委員会の構成員は、別に定める地区の校外生活指導委員、専門委員長、次年度退任する

役員、及び顧問とする。 

② 指名委員会の任務は次の通り。 

Ⅰ．新役員及び新校外生活指導委員長の指名を行い、委員総会でその承認を得る。 

 

第１９章 事業年度 

第５０条 本会の事業年度は、毎年４月１日から始まり、翌年３月３１日までとする。 

 

第２０章 会計および会費 

第５１条 本会の会計は、一般会計と特別会計とする。 

 

第５２条 本会の収入は、会費、寄付金、補助金、及び事業に伴う収入その他とする。 

 

第５３条 本会の会費は年額 3,000 円とし、事業年度ごとに４月に一括納付する。但し、9 月末までの転

入生による入会があった場合は 1,500 円を一括納付とする。10 月以降の転入生に関して当年度

は徴収しない。また、年度途中で転出等により退会した場合は、収めた会費について返金しないもの

とする。 

 

第５４条 会費の改定は総会により決定する。 

 

第２１章 会則の変更 

第５５条 本会則は総会において改正することができる。 

 

第２２章 雑 則 

第５６条 本会の運営上必要な事項は、委員総会の決議を経て別に細則を定める。 

 

第２３章 附 則 

第５７条 本会則は平成１７年４月 2６日より施行する。 

追記 平成 18年４月 28日一部改正。本会則は平成１９年４月１日より施行する。 

追記 令和５年１２月１２日一部改正。本会則は令和６年４月１日より施行する。 

追記 令和６年１１月１８日一部改正。本会則は令和６年１２月１日より施行する。 


